
福祉文教常任委員会 視察報告書   令和 7 年 10 月 20 ⽇（月）〜10 月 22 ⽇（水）   
                             岐阜・愛知・滋賀県   
 

福祉文教常任委員会 白鳥 真吾 
 
1 岐阜県 白川町議会 
  「インクルーシブ教育について」 
  ・現在のようなインクルーシブ教育のきっかけになったのは、白川保育園の園舎改築の際に地区にあった   
白川小学校の校舎や校庭の一部を使用していたここがきっかけになっている。そのときに職員室も使用   
していたために保育士と先生の交流も自然にできていた事も大きな要因の 1 つであった。 
  ・平成 11 年に保育園事務を教育委員会に移したことから切れ目のない支援が進むようになり関係部署の連   
携もスムーズかつ、お互いを尊重して行われている。 
  ・⼦育て支援指導監、発達支援対策監を配置し、⻑期的に担当することにより継続的支援の中で大きな役   
割を果たしている。また、⽇常的に担当者が保護者などと顔を合わせていることで情報共有ができてお   
り、保護者からの信頼を得ていることをお聞きした。⼦育てや発達支援においては⻑年継続して担当し   
ている職員などがいることが重要である。専門監を配置しているのは町では白川町だけ。 
  ・課題としては少⼦化と学校施設の老朽化。通学の不便さであることが話された。 
  ・箕輪町においても関係機関が連携して支援などが行われているが、専門監などの⻑期的にシステムの運   
用を担当する職員が配置されることがいいのではないかと思った。また、窓口についても保育園と学校   
教育について近くにある必要があるのではないかと感じた。 
 
 
2 愛知県碧南市 複合施設コリン 施設見学 

「地域共生社会方針に沿った共生型モデル施設の取り組みなどについて」 
・地域共生の拠点の 1 つが今回視察した複合施設コリンであると実感した。認定こども園と高齢者のデサー 
ビス施設、児童発達支援、放課後デイを同じ敷地だけではなく同じ建物内に設置することにより多世代の 
交流が自然とできている。また、地域の皆さん集えるスペースもあり地域の皆さんとの交流イベントなど 
が行われ地域のよりどころになっていた。どうしてもそれぞれの独立した施設を考えがちでるがこのよう 
な施設を造ることにより地域の一体感が高くなるのではないかと感じた。多世代で交流することは⼦ども 
たちとっては、からだの成⻑だけではなく交流することで⼼の成⻑などを得られることもでき、デイサー 
ビスを利用する高齢者も、⼦どもたちに何かを教えることで自分たちの活躍することにより生きがいなど 
を得られることで健康増進などにもつながっていると思う。また、地域の皆さんも施設でどんなことが行 
われいるのか知ることができる。このような施設があることによって地域のあらゆる皆さんが住みやすい 
町づくり 1 つになっていと思う。 
・地域にあるそれぞれの施設の改築・建て替えが必要になってくる中で、単独で施設を造ることも必要だが 
その後の維持管理などの点を考えると、地域の皆さんが集え、多世代の交流ができるという点ではこのよ 
うな複合施設の建設についても検討をしていく必要があるのではないかと思った。どこが主体となるのか 
などの問題もあるが。  

 
 

3 滋賀県 米原市 
 「米原駅前デマンド交通について」 
・米原市の公共交通は路線バスと乗合いタクシーを利用した「まいちゃん号」「まいちゃんバス」が運行さ 



れている。「まいちゃん号」は完全予約制のデマンド方式で運用がされている。路線バスと同じように停 
所と時刻が決められており予約があった時に運行がされている。米原駅前の停留所を見ることができ、停 
留所であることが分かるように印がされていた。駅前の近い場所にあり電車を利用してからすぐに乗り換 
えができるようになっていた。 

 
 

4 滋賀県 ⽇野町議会 
「障がい者福祉。地域共生社会ビジョンのあり方について他」 
・地域共生社会への取り組みは住⺠参加が大きなキーワードであることを実感した。町社協や各区の地区社 
協だけではなく、さらに細かい地域にある字福祉会まで連携がとれていること。字福祉会が地域のあらゆ 
る活の中で住⺠ができる内容とマッチングすることにより高齢者が支えられるだけではなく、活躍できる 
場にもなっている。誰もが活躍できる場があるということで、⽇野町のめざすべき将来像の「時代の変化 
に対応し だれもが輝き ともに創るまち⽇野」が形成されていると思う。 
・障がい者福祉については、地域にある社会福祉法人が行政だけではなく、地域や社協と連携をしリーダー 
シップを発揮していることが特徴。地域課題は地域で解決するという強い思いが軸になっていると感じ  
た。地域課題を解決するには障がい者福祉の域を超えて地域の人と資源がつながることが重要であること 
であり、その活動を通じて誰も取り残さない取り組みがされていると思う。行政単体で困難なことも地域 
にある社会福祉法人との連携で解決に進むこともあるのではないかと思う。 

 
 

 
全体を通じて 
 ・事業などを進めようとしたときに強いリーダーシップを発揮できる人がいることだけではなく、それを支 

える人と組織があることが重要であることを感じた。 
 ・地域の課題はその地域で解決をしていくことが大事であり、地元にある資源を活用することが大事である 

ことを学んだ。 
 ・地域全体を巻き込んで進めていくことも重要であると思う。理解してもらい一緒に進めることも大事であ 

る。 


